






































































結果、琉球は慶長年間の征討以来島津氏の 属であり、清国との関 係 を 禁 止 し な い 旨 の 回 答 を 得 た 。 日 開 閉 町 」 「 可 九 一 一 畑 山 一 紘 一 部 一 」 川 悦 昭
7
慶応三年むパリ万国博覧会に薩藩は幕府を経由せず出品し、
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政 刊 誌 一 十 一








相 4 M 域 対 日 前 … 一 一


















































一 際 一 泊 舎

















を挙げる為であると共に、一面最恵国条款を切望していた故であっ こ 。 日 本 外 交 文 書 十
f























一 犯 人 位 比 一 弘 一
然るに清国側は約束期限を越えても調回を履行せず、上諭によ
り慎重を期し南北洋両大臣 意見を徴すと弁明し無期延期 策したので、宍戸公使は全権の任を侮弄するものと詰責 て明治十四年一月北京を引揚げ帰国の途についた。是に於て日清 国とも互に相手方が自ら議を棄てたもの 看倣した。（なおグラシトに対しては右大臣岩倉具視から明治十四年三月末に交渉 結果 報告し遺憾の意を表明している
o
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J弔 問 軒 … 」
百叶 調 耕 一 、 一
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一歩後れをとり終始受身の立場で日本の一方的措置を問難するに暇なかった。朝貢停止も琉球から泣訴の末、日本政府に抗議したが、何公使の対話筆記によれば、一応事前に清国に 相談ありたしとの程の語気であり、逆に外務卿宛公文は強硬 過ぎて文言問題を蒸起する始末であった。さりとて日本の琉球侵略を名義として戦端を開くだけの決断も準備 なかった。紛争解決の手段 して武力も用いず公法も採らず、日本の積極方針に従来 地位 失
った形である。
その根底には、中国が旧態依然たる朝貢名義に拘泥し国際的同
情も得られず、近代国家としても日本に一審を輸していた事実が横たわっている。反対に日本は清国以外の諸国から琉球処分に関して何等の異議も挟まれず、有利な国際的環境の裡に帰属確定の方策を順次実施し得た 琉球問題の精末は両国当時の国勢の差を如実に反映した ので
あ っ
たと云えよう。
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